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平成15年 8月19日（火曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 第1497号

告
　
示

◯
地
籍
調
査
に
関
す
る
事
業
計
画
（
六
四
六
・
農
山
村
振
興
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１

◯
保
安
林
の
指
定
の
解
除
（
六
四
七
・
森
林
整
備
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１

◯
大
規
模
小
売
店
舗
の
変
更
に
関
し
聴
取
し
た
意
見
の
概
要
（
六
四
八
、
六
四
九
・
商
工
業
振

興
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２

◯
都
市
計
画
の
案
の
作
成
に
係
る
公
聴
会
の
開
催
（
六
五
〇
・
都
市
計
画
課
）
…
…
…
…
…
…
…
２

◯
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
（
六
五
一
・
由
利
地
域
振
興
局
建
設
部
）
…
…
…
…
…
…
…
４

◯
道
路
区
域
の
変
更
及
び
供
用
開
始
（
六
五
二
・
道
路
環
境
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
４

◯
道
路
区
域
の
変
更
（
六
五
三
、
六
五
四
・
道
路
環
境
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
５

◯
道
路
の
供
用
開
始
（
六
五
五
、
六
五
六
・
道
路
環
境
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
６

公
　
告

◯
土
地
改
良
区
の
役
員
の
退
任
及
び
就
任
の
届
出
（
秋
田
地
域
振
興
局
農
林
部
）
…
…
…
…
…
…
６

秋
田
県
告
示
第
六
百
四
十
六
号

国
土
調
査
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
六
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
平
成
十
五
年
度
地
籍
調
査
に
関
す
る
事
業
計
画
を
定
め
た
の
で
、
同
条
第
五
項
の
規
定
に
基

づ
き
公
示
す
る
。

平
成
十
五
年
八
月
十
九
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
（一）

調
査
を
行
う
者
の
名
称

鷹
巣
町

（二）

調
査
地
域

（１）

変
更
前
　
北
秋
田
郡
鷹
巣
町
坊
沢
字
下
柳
岱
ほ
か
四
十
一
字

（２）

変
更
後
　
北
秋
田
郡
鷹
巣
町
坊
沢
字
下
柳
岱
ほ
か
四
十
二
字

（三）

調
査
期
間

平
成
十
五
年
四
月
二
十
八
日
か
ら
平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

二
（一）

調
査
を
行
う
者
の
名
称

太
田
町

（二）

調
査
地
域

（１）

変
更
前
　
仙
北
郡
太
田
町
斉
内
字
上
斉
内
ほ
か
三
十
六
字

（２）

変
更
後
　
仙
北
郡
太
田
町
斉
内
字
上
斉
内
ほ
か
三
十
九
字

（三）

調
査
期
間

平
成
十
五
年
四
月
二
十
八
日
か
ら
平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

三
（一）

調
査
を
行
う
者
の
名
称

平
鹿
町

（二）

調
査
地
域

（１）

変
更
前
　
平
鹿
郡
平
鹿
町
浅
舞
字
浅
舞
ほ
か
二
十
字

（２）

変
更
後
　
平
鹿
郡
平
鹿
町
浅
舞
字
浅
舞
ほ
か
二
十
四
字

（三）

調
査
期
間

平
成
十
五
年
四
月
二
十
八
日
か
ら
平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

秋
田
県
告
示
第
六
百
四
十
七
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
森
林
に
つ
い
て
保
安
林
の
指
定
を
解
除
す
る
。

平
成
十
五
年
八
月
十
九
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

１

告
　
　
　
　
　
　
示

ペ
ー
ジ

郡
　
　
市

秋
田
市

大
　
　
字

新
屋
町

字

新
町
後

地
　
　
番

二
八
〇
の
一

三
九

二
八
〇
の
一

台
　
　
　
　
　
帳

（
平
方
メ
ー
ト
ル
）

一
一
、
四
一
九

見

込

み

（
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

一
・
一
四
一
九

保

安

林

面

積

見

込

み

（
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

一
・
一
四
一
九

保

安

林

解

除

面

積

見

込

み

（
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

一
・
一
四
一
九

指
定
の
目
的

飛
砂
の
防
備

解
除
の
理
由

指
定
理
由
の
消
滅

森
　

林
　

の
　

所
　

在
　

場
　

所

全
　
　
　
　
面
　
　
　
　
積
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秋
田
県
告
示
第
六
百
四
十
八
号

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定

に
よ
り
、
大
規
模
小
売
店
舗
の
変
更
に
関
し
て
、
周
辺
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ

き
事
項
に
つ
い
て
の
意
見
を
聴
取
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
告

し
、
関
係
書
類
を
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
五
年
八
月
十
九
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

天
王
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

南
秋
田
郡
天
王
町
天
王
字
蒲
沼
六
十
三
番
二
十
三
外

二
　
天
王
町
長
の
意
見

意
見
な
し

三
　
周
辺
地
域
の
住
民
、
事
業
者
等
の
意
見
の
概
要

意
見
書
の
提
出
な
し

四
　
関
係
書
類
の
縦
覧
場
所
及
び
期
間

（一）

縦
覧
場
所

県
庁
第
二
庁
舎
一
階
　
県
政
情
報
資
料
室

天
王
町
役
場
　
産
業
課

（二）

縦
覧
期
間

平
成
十
五
年
八
月
十
九
日
か
ら
同
年
九
月
十
九
日
ま
で

秋
田
県
告
示
第
六
百
四
十
九
号

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定

に
よ
り
、
大
規
模
小
売
店
舗
の
変
更
に
関
し
て
、
周
辺
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ

き
事
項
に
つ
い
て
の
意
見
を
聴
取
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
告

し
、
関
係
書
類
を
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
五
年
八
月
十
九
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

男
鹿
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

男
鹿
市
脇
本
脇
本
字
石
館
十
六
外

二
　
男
鹿
市
長
の
意
見

意
見
な
し

三
　
周
辺
地
域
の
住
民
、
事
業
者
等
の
意
見
の
概
要

意
見
書
の
提
出
な
し

四
　
関
係
書
類
の
縦
覧
場
所
及
び
期
間

（一）

縦
覧
場
所

県
庁
第
二
庁
舎
一
階
　
県
政
情
報
資
料
室

男
鹿
市
役
所
　
観
光
商
工
課

（二）

縦
覧
期
間

平
成
十
五
年
八
月
十
九
日
か
ら
同
年
九
月
十
九
日
ま
で

秋
田
県
告
示
第
六
百
五
十
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り

公
聴
会
を
開
催
す
る
の
で
、
秋
田
県
都
市
計
画
公
聴
会
規
則
（
昭
和
四
十
五
年
秋
田
県
規
則
第
一
号
）

第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
告
す
る
。

平
成
十
五
年
八
月
十
九
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
公
聴
会
に
係
る
都
市
計
画
の
名
称
等

（一）

男
鹿
都
市
計
画

（１）

公
聴
会
の
日
時

平
成
十
五
年
九
月
十
日
（
水
）
午
後
二
時

（２）

公
聴
会
の
場
所

男
鹿
市
船
川
港
船
川
字
海
岸
通
り
二
号
十
四
番
地
五
　
男
鹿
市
中
央
公
民
館

（３）

定
め
よ
う
と
す
る
都
市
計
画
の
構
想

２

郡
　
　
市

秋
田
市

大
　
　
字

新
屋
町

字

新
町
後

地
　
　
番

二
八
〇
の
一

三
九

二
八
〇
の
一

四
〇

台
　
　
　
　
　
帳

（
平
方
メ
ー
ト
ル
）

一
一
、
四
一
九

二
、
三
九
一

見

込

み

（
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

一
・
一
四
一
九

〇
・
二
三
九
一

保

安

林

面

積

見

込

み

（
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

一
・
一
四
一
九

〇
・
二
三
九
一

保

安

林

解

除

面

積

見

込

み

（
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

一
・
一
四
一
九

〇
・
〇
〇
八
四

指
定
の
目
的

飛
砂
の
防
備

解
除
の
理
由

指
定
理
由
の
消
滅

（
関
係
図
面
は
、
省
略
し
、
農
林
水
産
部
森
林
整
備
課
及
び
秋
田
地
域
振
興
局
農
林
部
並
び
に
秋
田
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）
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男
鹿
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
に
関
す
る
都
市
計
画
の
決
定
素
案

当
該
案
件
に
係
る
関
係
書
類
は
、
建
設
交
通
部
都
市
計
画
課
、
秋
田
地
域
振
興
局
建
設
部

及
び
男
鹿
市
都
市
下
水
道
課
に
備
え
置
い
て
、
平
成
十
五
年
八
月
十
九
日
（
火
）
か
ら
同
年

九
月
十
日
（
水
）
ま
で
の
間
縦
覧
に
供
す
る
。

（二）

横
手
都
市
計
画

（１）

公
聴
会
の
日
時

平
成
十
五
年
九
月
九
日
（
火
）
午
後
七
時

（２）

公
聴
会
の
場
所

横
手
市
中
央
町
八
番
十
二
号
　
横
手
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
か
ま
く
ら
館
）

（３）

定
め
よ
う
と
す
る
都
市
計
画
の
構
想

横
手
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
に
関
す
る
都
市
計
画
の
決
定
素
案

当
該
案
件
に
係
る
関
係
書
類
は
、
建
設
交
通
部
都
市
計
画
課
、
平
鹿
地
域
振
興
局
建
設
部

及
び
横
手
市
都
市
整
備
課
に
備
え
置
い
て
、
平
成
十
五
年
八
月
十
九
日
（
火
）
か
ら
同
年
九

月
九
日
（
火
）
ま
で
の
間
縦
覧
に
供
す
る
。

（三）

湯
沢
都
市
計
画

（１）

公
聴
会
の
日
時

平
成
十
五
年
九
月
九
日
（
火
）
午
前
十
時

（２）

公
聴
会
の
場
所

湯
沢
市
字
沖
鶴
六
十
九
番
地
五
　
湯
沢
雄
勝
広
域
交
流
セ
ン
タ
ー

（３）

定
め
よ
う
と
す
る
都
市
計
画
の
構
想

湯
沢
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
に
関
す
る
都
市
計
画
の
決
定
素
案

当
該
案
件
に
係
る
関
係
書
類
は
、
建
設
交
通
部
都
市
計
画
課
、
雄
勝
地
域
振
興
局
建
設
部

及
び
湯
沢
市
都
市
計
画
課
に
備
え
置
い
て
、
平
成
十
五
年
八
月
十
九
日
（
火
）
か
ら
同
年
九

月
九
日
（
火
）
ま
で
の
間
縦
覧
に
供
す
る
。

（四）

五
城
目
都
市
計
画

（１）

公
聴
会
の
日
時

平
成
十
五
年
九
月
十
日
（
水
）
午
後
六
時

（２）

公
聴
会
の
場
所

南
秋
田
郡
五
城
目
町
西
磯
ノ
目
一
丁
目
一
番
地
一
　
五
城
目
町
役
場

（３）

定
め
よ
う
と
す
る
都
市
計
画
の
構
想

五
城
目
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
に
関
す
る
都
市
計
画
の
決
定
素

案
当
該
案
件
に
係
る
関
係
書
類
は
、
建
設
交
通
部
都
市
計
画
課
、
秋
田
地
域
振
興
局
建
設
部

及
び
五
城
目
町
建
設
課
に
備
え
置
い
て
、
平
成
十
五
年
八
月
十
九
日
（
火
）
か
ら
同
年
九
月

十
日
（
水
）
ま
で
の
間
縦
覧
に
供
す
る
。

（五）

八
郎
潟
都
市
計
画

（１）

公
聴
会
の
日
時

平
成
十
五
年
九
月
九
日
（
火
）
午
後
六
時

（２）

公
聴
会
の
場
所

南
秋
田
郡
八
郎
潟
町
字
大
道
八
十
番
地
　
八
郎
潟
町
役
場

（３）

定
め
よ
う
と
す
る
都
市
計
画
の
構
想

八
郎
潟
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
に
関
す
る
都
市
計
画
の
決
定
素

案
当
該
案
件
に
係
る
関
係
書
類
は
、
建
設
交
通
部
都
市
計
画
課
、
秋
田
地
域
振
興
局
建
設
部

及
び
八
郎
潟
町
建
設
課
に
備
え
置
い
て
、
平
成
十
五
年
八
月
十
九
日
（
火
）
か
ら
同
年
九
月

九
日
（
火
）
ま
で
の
間
縦
覧
に
供
す
る
。

（六）

河
辺
都
市
計
画

（１）

公
聴
会
の
日
時

平
成
十
五
年
九
月
九
日
（
火
）
午
後
二
時

（２）

公
聴
会
の
場
所

河
辺
郡
河
辺
町
和
田
字
北
条
ヶ
崎
三
十
八
番
地
の
二
　
河
辺
町
多
目
的
総
合
セ
ン
タ
ー

（３）

定
め
よ
う
と
す
る
都
市
計
画
の
構
想

河
辺
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
に
関
す
る
都
市
計
画
の
決
定
素
案

当
該
案
件
に
係
る
関
係
書
類
は
、
建
設
交
通
部
都
市
計
画
課
、
秋
田
地
域
振
興
局
建
設
部
、

河
辺
町
建
設
課
及
び
雄
和
町
建
設
課
に
備
え
置
い
て
、
平
成
十
五
年
八
月
十
九
日
（
火
）
か

ら
同
年
九
月
九
日
（
火
）
ま
で
の
間
縦
覧
に
供
す
る
。

（七）

平
鹿
都
市
計
画

（１）

公
聴
会
の
日
時

平
成
十
五
年
九
月
九
日
（
火
）
午
後
二
時

（２）

公
聴
会
の
場
所

平
鹿
郡
平
鹿
町
浅
舞
字
覚
町
後
百
四
十
番
地
　
平
鹿
町
中
央
公
民
館

（３）

定
め
よ
う
と
す
る
都
市
計
画
の
構
想

平
鹿
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
に
関
す
る
都
市
計
画
の
決
定
素
案

当
該
案
件
に
係
る
関
係
書
類
は
、
建
設
交
通
部
都
市
計
画
課
、
平
鹿
地
域
振
興
局
建
設
部

及
び
平
鹿
町
建
設
課
に
備
え
置
い
て
、
平
成
十
五
年
八
月
十
九
日
（
火
）
か
ら
同
年
九
月
九

日
（
火
）
ま
で
の
間
縦
覧
に
供
す
る
。

（八）

十
文
字
都
市
計
画

（１）

公
聴
会
の
日
時

平
成
十
五
年
九
月
八
日
（
月
）
午
前
十
時

（２）

公
聴
会
の
場
所

３
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平
鹿
郡
十
文
字
町
十
文
字
新
田
字
海
道
下
十
四
番
地
　
十
文
字
町
幸
福
会
館

（３）

定
め
よ
う
と
す
る
都
市
計
画
の
構
想

十
文
字
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
に
関
す
る
都
市
計
画
の
決
定
素

案
当
該
案
件
に
係
る
関
係
書
類
は
、
建
設
交
通
部
都
市
計
画
課
、
平
鹿
地
域
振
興
局
建
設
部

及
び
十
文
字
町
建
設
課
に
備
え
置
い
て
、
平
成
十
五
年
八
月
十
九
日
（
火
）
か
ら
同
年
九
月

八
日
（
月
）
ま
で
の
間
縦
覧
に
供
す
る
。

（九）

増
田
都
市
計
画

（１）

公
聴
会
の
日
時

平
成
十
五
年
九
月
十
二
日
（
金
）
午
後
二
時

（２）

公
聴
会
の
場
所

平
鹿
郡
増
田
町
増
田
字
土
肥
館
百
七
十
三
番
地
　
増
田
町
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー

（３）

定
め
よ
う
と
す
る
都
市
計
画
の
構
想

増
田
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
に
関
す
る
都
市
計
画
の
決
定
素
案

当
該
案
件
に
係
る
関
係
書
類
は
、
建
設
交
通
部
都
市
計
画
課
、
平
鹿
地
域
振
興
局
建
設
部

及
び
増
田
町
産
業
建
設
課
に
備
え
置
い
て
、
平
成
十
五
年
八
月
十
九
日
（
火
）
か
ら
同
年
九

月
十
二
日
（
金
）
ま
で
の
間
縦
覧
に
供
す
る
。

二
　
公
述
申
出
書
の
提
出
期
限
等

（一）

公
聴
会
に
出
席
し
て
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
者
は
、
平
成
十
五
年
九
月
二
日
（
火
）
午
後

五
時
ま
で
に
、
意
見
の
要
旨
及
び
そ
の
理
由
並
び
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
及
び
職
業
を
記
載
し

た
公
述
申
出
書
を
三
に
掲
げ
る
場
所
に
提
出
す
る
こ
と
。

（二）

（一）
に
お
い
て
、
同
種
の
意
見
が
多
数
あ
る
場
合
は
、
公
聴
会
に
お
い
て
意
見
を
述
べ
る
こ
と

が
で
き
る
者
（
以
下
「
公
述
人
」
と
い
う
。
）
の
数
を
制
限
す
る
こ
と
が
あ
る
。

（三）

公
聴
会
の
運
営
上
必
要
が
あ
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
公
述
時
間
を
制
限
す
る
こ
と
が
あ
る
。

（四）

公
述
人
の
数
を
制
限
し
、
又
は
公
述
時
間
を
制
限
し
た
場
合
は
、
そ
の
旨
を
公
述
申
出
書
を

提
出
し
た
者
に
通
知
す
る
。

（五）

公
述
人
は
、
代
理
人
に
よ
り
意
見
を
陳
述
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

三
　
問
い
合
わ
せ
先

秋
田
市
山
王
四
丁
目
一
番
一
号
　
建
設
交
通
部
都
市
計
画
課
　
電
話
〇
一
八
（
八
六
〇
）
二
四

四
五

秋
田
県
告
示
第
六
百
五
十
一
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
平
成
十
五
年

六
月
十
一
日
付
け
指
令
由
建
八
百
七
十
八
で
許
可
し
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の

で
、
同
法
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平
成
十
五
年
八
月
十
九
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

秋
田
市
山
王
三
丁
目
３
―
１
９

有
限
会
社
み
ち
の
く
不
動
産

代
表
取
締
役
　
小
　
松
　
治
　
助

二
　
開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

本
荘
市
川
口
字
下
野
百
八
十
六
番
一
、
百
八
十
六
番
三
、
百
八
十
六
番
四
、
百
八
十
七
番
三
、

百
八
十
八
番
四
、
百
八
十
八
番
九
、
百
八
十
八
番
十
、
二
百
九
番
八
、
二
百
十
番
一
、
二
百
十
番

四
、
二
百
十
番
五
、
二
百
十
番
八
、
二
百
十
一
番
一
、
二
百
十
二
番
二
、
二
百
十
二
番
四
、
二
百

五
十
四
番
一
、
二
百
五
十
四
番
二
、
二
百
十
一
番
二
、
二
百
十
一
番
三
、
二
百
二
十
九
番
三
、
二

百
五
十
三
番
一
、
二
百
五
十
三
番
二
、
百
七
十
番
一
、
百
七
十
三
番
一
、
百
七
十
四
番
一
、
百
七

十
五
番
一
、
百
七
十
六
番
一
、
百
七
十
八
番
一
、
百
七
十
八
番
四
、
百
七
十
八
番
五
、
字
新
田
二

十
番
、
二
十
一
番
、
六
十
九
番
、
七
十
番
三
、
七
十
番
四
、
七
十
番
五
、
百
九
番
、
百
十
番
一
、

百
十
番
二
、
百
十
番
三
、
大
浦
字
八
走
二
百
九
十
一
番
一
、
二
百
九
十
一
番
三
　
以
上
四
十
二
筆

及
び
法
定
外
道
路
、
水
路

秋
田
県
告
示
第
六
百
五
十
二
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
道
路

の
区
域
を
変
更
し
、
供
用
を
開
始
す
る
。

平
成
十
五
年
八
月
十
九
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

４

一
　
道
路
の
区
域
及
び
供
用
開
始
の
区
間

道
路
の
種
類

主
要
地
方
道

路
　
　
線
　
　
名

横
手
大
森
大
内
線

横
手
大
森
大
内
線

旧
新
別

旧新

敷
地
の
幅
員
（
メ
ー
ト
ル
）

七
・
〇
〇
〜
一
三
・
〇
〇

七
・
〇
〇
〜
二
七
・
〇
〇

延
長
（
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

〇
・
二
一
一

〇
・
二
一
一

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

由
利
郡
大
内
町
岩
野
目
沢
字
袖
ヶ
台
六
〇
番
三
か
ら
二
三
番
四
ま
で

〃
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二
　
道
路
の
区
域
を
表
示
し
た
図
面
を
縦
覧
す
る
場
所
及
び
期
間

（一）

場
所
　
建
設
交
通
部
道
路
環
境
課

（二）

期
間
　
平
成
十
五
年
八
月
十
九
日
か
ら
同
年
九
月
一
日
ま
で

秋
田
県
告
示
第
六
百
五
十
四
号

二
　
供
用
開
始
の
期
日
　
平
成
十
五
年
八
月
十
九
日

三
　
道
路
の
区
域
及
び
供
用
開
始
の
区
間
を
表
示
し
た
図
面
を
縦
覧
す
る
場
所
及
び
期
間

（一）

場
所
　
建
設
交
通
部
道
路
環
境
課

（二）

期
間
　
平
成
十
五
年
八
月
十
九
日
か
ら
同
年
九
月
一
日
ま
で

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お

り
道
路
の
区
域
を
変
更
す
る
。

平
成
十
五
年
八
月
十
九
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

秋
田
県
告
示
第
六
百
五
十
三
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お

り
道
路
の
区
域
を
変
更
す
る
。

平
成
十
五
年
八
月
十
九
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

５

の
表
に
お
い
て
「
Ａ

及
び
「

は
、
関
係
図
面
に
表
示
す

敷
地
の
区
分
を
い

。

一
　
道
路
の
区
域

道
路
の
種
類

県

道

路
　
　
線
　
　
名

中
村
上
吉
野
線

中
村
上
吉
野
線

旧
新
別

旧新

敷
地
の
幅
員
（
メ
ー
ト
ル
）

一
二
・
五
〇
〜
一
四
・
〇
〇

七
・
八
〇
〜
九
・
〇
〇

一
二
・
五
〇
〜
一
四
・
〇
〇

延
長
（
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

〇
・
〇
八
三

〇
・
〇
七
二

〇
・
〇
八
三

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

平
鹿
郡
増
田
町
狙
半
内
字
七
曲
下
一
六
四
番
地
先
か
ら
一
二
三
番
地
先
ま

で

〃

平
鹿
郡
増
田
町
狙
半
内
字
七
曲
下
一
六
四
番
地
先
か
ら
一
二
三
番
地
先
ま
で

ＡＢ

道
路
の
種
類

主
要
地
方
道

路
　
　
線
　
　
名

横
手
大
森
大
内
線

横
手
大
森
大
内
線

旧
新
別

旧新

敷
地
の
幅
員
（
メ
ー
ト
ル
）

七
・
〇
〇
〜
一
三
・
〇
〇

七
・
〇
〇
〜
二
七
・
〇
〇

延
長
（
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

〇
・
二
一
一

〇
・
二
一
一

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

由
利
郡
大
内
町
岩
野
目
沢
字
袖
ヶ
台
六
〇
番
三
か
ら
二
三
番
四
ま
で

〃

こ
の
表
に
お
い
て
「
Ａ
」
及
び
「
Ｂ
」
と
は
、
関
係
図
面
に
表
示
す
る
敷
地
の
区
分
を
い
う
。

一
　
道
路
の
区
域

道
路
の
種
類

県
　
　
　
道

路
　
　
線
　
　
名

高
屋
敷
茶
屋
下
線

高
屋
敷
茶
屋
下
線

旧
新
別

旧新

敷
地
の
幅
員
（
メ
ー
ト
ル
）

九
・
〇
〇
〜
一
三
・
四
〇

九
・
〇
〇
〜
一
三
・
四
〇

八
・
五
〇
〜
一
一
・
二
〇

延
長
（
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

〇
・
一
一
四

〇
・
一
一
四

〇
・
一
二
二

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

山
本
郡
二
ツ
井
町
田
代
字
泥
ノ
木
岱
三
四
番
二
〇
か
ら
字
古
川
上
段
一
三
八
番

一
一
ま
で

山
本
郡
二
ツ
井
町
田
代
字
泥
ノ
木
岱
三
四
番
二
〇
か
ら
字
古
川
上
段
一
三

八
番
一
一
ま
で

〃

ＡＢ
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二
　
道
路
の
区
域
を
表
示
し
た
図
面
を
縦
覧
す
る
場
所
及
び
期
間

（一）

場
所
　
建
設
交
通
部
道
路
環
境
課

（二）

期
間
　
平
成
十
五
年
八
月
十
九
日
か
ら
同
年
九
月
一
日
ま
で

秋
田
県
告
示
第
六
百
五
十
五
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お

り
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。

平
成
十
五
年
八
月
十
九
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
供
用
開
始
の
区
間

二
　
供
用
開
始
の
期
日
　
平
成
十
五
年
八
月
十
九
日

三
　
供
用
開
始
の
区
間
を
表
示
し
た
図
面
を
縦
覧
す
る
場
所
及
び
期
間

（一）

場
所
　
建
設
交
通
部
道
路
環
境
課

（二）

期
間
　
平
成
十
五
年
八
月
十
九
日
か
ら
同
年
九
月
一
日
ま
で

秋
田
県
告
示
第
六
百
五
十
六
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お

り
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。

平
成
十
五
年
八
月
十
九
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
供
用
開
始
の
区
間

二
　
供
用
開
始
の
期
日
　
平
成
十
五
年
八
月
十
九
日

三
　
供
用
開
始
の
区
間
を
表
示
し
た
図
面
を
縦
覧
す
る
場
所
及
び
期
間

（一）

場
所
　
建
設
交
通
部
道
路
環
境
課

（二）

期
間
　
平
成
十
五
年
八
月
十
九
日
か
ら
同
年
九
月
一
日
ま
で

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
天

王
町
土
地
改
良
区
か
ら
次
の
と
お
り
役
員
の
退
任
及
び
就
任
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
十
七

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
告
す
る
。

平
成
十
五
年
八
月
十
九
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
退
任
理
事
の
住
所
及
び
氏
名

南
秋
田
郡
天
王
町
天
王
字
二
田
百
四
十
八
番
地
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
真
　
壁
　
末
治
郎

〃
　
　
　
〃
　
　
大
崎
字
沖
中
谷
地
三
十
九
番
地
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
　
田
　
新
　
一

〃
　
　
　
〃
　
　
天
王
字
羽
立
五
十
一
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
　
田
　
金
　
幸

〃
　
　
　
〃
　
　
〃
　
字
天
王
九
十
一
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
　
川
　
　
　
弘

〃
　
　
　
〃
　
　
〃
　
字
児
玉
七
十
九
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
　
部
　
保
　
悦

〃
　
　
　
〃
　
　
〃
　
字
二
田
二
百
十
八
番
地
九
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
海
老
沢
　
幸
治
郎

〃
　
　
　
〃
　
　
大
崎
字
碇
二
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
浦
　
文
　
雄

〃
　
　
　
〃
　
　
天
王
字
中
羽
立
三
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
　
田
　
良
　
治

〃
　
　
　
〃
　
　
〃
　
字
塩
口
三
百
九
十
一
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
　
谷
　
孝
　
誠

〃
　
　
　
〃
　
　
〃
　
字
不
動
台
五
十
六
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桜
　
庭
　
茂
　
雄

〃
　
　
　
〃
　
　
〃
　
字
天
王
百
二
十
三
番
地
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鎌
　
田
　
健
　
一

〃
　
　
　
昭
和
町
大
久
保
字
北
野
大
崎
道
添
百
三
十
四
番
地
二
　
　
　
　
　
菅
　
原
　
静
　
雄

二
　
就
任
理
事
の
住
所
及
び
氏
名

６

こ
の
表
に
お
い
て
「
Ａ
」
及
び
「
Ｂ
」
と
は
、
関
係
図
面
に
表
示
す
る
敷
地
の
区
分
を
い
う
。

県

道

中
村
上
吉
野
線

中
村
上
吉
野
線

旧新

一
二
・
五
〇
〜
一
四
・
〇
〇

七
・
八
〇
〜
九
・
〇
〇

一
二
・
五
〇
〜
一
四
・
〇
〇

〇
・
〇
八
三

〇
・
〇
七
二

〇
・
〇
八
三

平
鹿
郡
増
田
町
狙
半
内
字
七
曲
下
一
六
四
番
地
先
か
ら
一
二
三
番
地
先
ま

で

〃

平
鹿
郡
増
田
町
狙
半
内
字
七
曲
下
一
六
四
番
地
先
か
ら
一
二
三
番
地
先
ま
で

ＡＢ

道
路
の
種
類

県

道

路
　
線
　
名

金
光
寺
鵜
川
線

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

山
本
郡
山
本
町
豊
岡
金
田
字
根
岸
六
四
番
一
地
先

か
ら
三
一
一
番
一
地
先
ま
で

道
路
の
種
類

県

道

路
　
線
　
名

小
安
温
泉
椿
川
線

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

雄
勝
郡
皆
瀬
村
畑
等
字
痩
長
根
二
七
番
一
地
先
か

ら
三
〇
番
二
地
先
ま
で

道
路
の
種
類

県

道

路
　
線
　
名

小
安
温
泉
椿
川
線

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

雄
勝
郡
皆
瀬
村
畑
等
字
痩
長
根
二
七
番
一
地
先
か

ら
三
〇
番
二
地
先
ま
で

公
　
　
　
　
　
　
告
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南
秋
田
郡
天
王
町
天
王
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四
十
八
番
地
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
真
　
壁
　
末
治
郎

〃
　
　
　
〃
　
　
天
王
字
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立
五
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番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
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金
　
幸

〃
　
　
　
〃
　
　
〃
　
字
二
田
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百
十
八
番
地
九
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
海
老
沢
　
幸
治
郎

〃
　
　
　
〃
　
　
〃
　
字
天
王
百
四
十
五
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戸
　
田
　
金
　
憲

〃
　
　
　
〃
　
　
〃
　
字
天
王
百
二
十
三
番
地
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鎌
　
田
　
健
　
一

〃
　
　
　
〃
　
　
〃
　
字
不
動
台
五
十
六
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桜
　
庭
　
茂
　
雄

〃
　
　
　
〃
　
　
〃
　
字
羽
立
百
七
十
七
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
児
　
玉
　
博
　
光

〃
　
　
　
〃
　
　
〃
　
字
塩
口
三
百
九
十
一
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
　
谷
　
孝
　
誠

〃
　
　
　
〃
　
　
〃
　
字
児
玉
七
十
九
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
　
部
　
保
　
悦

〃
　
　
　
昭
和
町
大
久
保
字
北
野
大
崎
道
添
百
三
十
四
番
地
二
　
　
　
　
　
菅
　
原
　
静
　
雄

〃
　
　
　
天
王
町
大
崎
字
沖
中
谷
地
三
十
九
番
地
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
　
田
　
新
　
一

〃
　
　
　
〃
　
　
〃
　
字
碇
二
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
浦
　
文
　
雄

三
　
退
任
監
事
の
住
所
及
び
氏
名

南
秋
田
郡
天
王
町
天
王
字
江
川
六
十
八
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
　
原
　
幸
　
誠

〃
　
　
　
〃
　
　
〃
　
字
羽
立
百
七
十
七
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
児
　
玉
　
博
　
光

〃
　
　
　
〃
　
　
〃
　
字
塩
口
三
百
九
十
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
　
川
　
善
太
郎

四
　
就
任
監
事
の
住
所
及
び
氏
名

南
秋
田
郡
天
王
町
天
王
字
江
川
六
十
八
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
　
原
　
幸
　
誠

〃
　
　
　
〃
　
　
〃
　
字
中
羽
立
五
百
九
番
地
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
　
生
　
勝
　
美

〃
　
　
　
〃
　
　
〃
　
字
塩
口
三
百
九
十
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
　
川
　
善
太
郎

７
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